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欧米の様々な美術館・博物館などには、東アジア由来の重要な木彫像が多く保管されている。近

年、我々の研究チームでは欧米の美術館などに保管されている美術史的にも、歴史的にも貴重な

日本をはじめとした東アジア地域における木彫像の樹種調査を進めてきた。本研究では、日本の

神像調査プロジェクトの一環として、アメリカ合衆国ホノルル美術館に保管されている神像群の

調査を行った結果の一部を報告する。日本の神像3体から採取された非常に小さな試料に、SPring-
8 の BL20XU でのシンクロトロン放射光Ｘ線トモグラフィー及び光学顕微鏡を適用して樹種識別

調査を行った。その結果 2 体に Chamaecyparis obtusa が、1 体に Torreya nucifera が使用され

ていることが判明した。 
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背景と研究目的： 
日本の木彫像の歴史を紐解く上で、神像彫刻も重要な文化財であることは言うまでもないが、

仏像と比べると神像彫刻は比較的研究が遅れている分野の一つである。その要因の一つとしては、

神像の多くが非公開で祀られてきたこと、そして仏像に比べて調査の機会が少なかったことが考

えられる[1]。また、神像には造像銘のある像が少ない点も、体系的な研究の遅れの要因であろう。

神像における木材の樹種を明らかにすることは、仏像のそれとの比較検討を行う上でも日本の彫

刻史研究に重要であることは間違いなく、近年神像彫刻における樹種調査が注目されている。 
近年、我々の研究グループでは、国内の仏像や神像に加え、欧米の美術館などに保管されている

日本をはじめとした東アジア地域における木彫像の樹種調査を行ってきている[2-4]。本稿では、

日本の神像調査プロジェクトの一環として、アメリカ合衆国ホノルル美術館に保管されている神

像 3 体について、2 体に BL20XU でのシンクロトロン放射光Ｘ線トモグラフィーを、1 体に光学

顕微鏡による樹種調査を適用したので、その結果の一部を報告する。 
 

試料と方法： 
ホノルル美術館のご協力のもと、日本の神像 3 点の試料を採取した。これらの神像の年代は、9

世紀から 12 世紀にわたり、また形態的特徴も多岐にわたる。 
調査に供した試料 (No. 1 - 3) と詳細は以下の通りである。図１はそれぞれの像の写真である。

すべてホノルル美術館より写真使用許可を得ている。 
No. 1  

Anonymous Sōgyō Hachiman, 9 世紀, 
Gift of Robert Allerton Fund., 1954 (1950.1)  

No. 2 
Kichijōten, 10 世紀,  
Gift of Robert Allerton, 1955 (2113.1a)  
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No. 3 
  Sculpture, Shinto Deity, 12 世紀,  

Gift of Mrs. Theodore A. Cooke ＆ Miss Renee Halbedl, 1961 (2829. 1a)  
 
本来であれば、我々解剖学者が現地にて学芸員らとともに像の状態を確認しながら木片を採取す

るのが望ましいが、世界規模でのパンデミックにより渡航がかなわず、事前に的確な採取方法を

お示しした上で、ホノルル美術館のスタッフに試料採取を行っていただいた。神像の干割れや像

底などから採取された木小片は、もろいものが多く、2サンプルについては SPring-8 のビームラ

イン BL20XU にてシンクロトロン放射光Ｘ線トモグラフィー（課題番号：2021A1123）での実験

に供し、薄片切り出しによるプレパラート作成が可能であった１サンプルには、光学顕微鏡によ

る識別を適用した。 
2サンプルについては、サンプルホルダーに 0.7 mm×0.7 mm×5 mm程度の個々の試料を固定

し、サンプル台ごと 180度回転させながら透過像を撮影した。8 keV のＸ線エネルギーを用いた。

得られた透過像から再構成を行い、断層像を再生した。解剖学的特徴のための断面作成などには

ImageJソフトを用いた。 
また、１サンプルについては、3断面の薄片をカミソリで作成し、グリセリンとエタノールを１

対１で混ぜ合わせた液体とともにホットプレートで加熱し木材組織内部の空気を脱気し、ガムク

ロラールにて封入し、光学顕微鏡で観察を行った。解剖学的特徴により、木材の属レベル（時には

種まで）の識別が可能である。光学顕微鏡画像ならびに CT で得られた木材 3 断面の断層画像よ

り、解剖学的特徴の観察ならびに同定を行った。 
 

 
図 1. No.1：Anonymous Sōgyō Hachiman, 9世紀, Gift of Robert Allerton Fund., 1954 (1950.1) , 

No. 2 : Kichijōten, 10 世紀,  Gift of Robert Allerton, 1955 (2113.1a), No. 3 : Sculpture, Shinto 

Deity, 12 世紀,  Gift of Mrs. Theodore A. Cooke ＆ Miss Renee Halbedl, 1961 (2829. 1a) . 

 
 

結果： 
日本の神像 3 体を調査した結果、2 体がヒノキ（Chamaecyparis obtusa）、1 体がカヤ（Torreya 
nucifera）であることが判明した。 

No. 1 
光学顕微鏡で撮影した木口・板目・柾目面はそれぞれ図 2a, b, c である。図 2a では早晩材の

移行が緩やかで、樹脂細胞が認められた。また分野壁孔がヒノキ型で、1 分野に 2個程度ずつ存

在していた（図 2d）。以上の解剖学的特徴により、ヒノキ（Chamaecyparis obtusa）と同定し

た。 
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No. 2 
  シンクロトロン放射光Ｘ線トモグラフィーで得られた木口・板目・柾目面に該当する断層画

像はそれぞれ図 2e, f, g である。図 2e からは早晩材の移行が緩やかであること、f、ｇの板目・

柾目面でははっきりと 2 本対のらせん肥厚が確認できた。図 2h は、図 2ｇのらせん肥厚部位

を拡大したものである。以上の解剖学的特徴により、カヤ（Torreya nucifera）と同定した。ち

なみに、図 2ｌは、シンクロトロン放射光Ｘ線トモグラフィーに供した試料片をサンプル棒か

ら抜き取る際に遊離した木片があったため、薄片を作成し、顕微鏡にて観察したものであるが、

2 対のらせん肥厚が確認できた。シンクロトロン放射光Ｘ線トモグラフィーではらせん肥厚が

クリアに観察できた。一方、光学顕微鏡の場合、経年劣化により剥離したとおもわれる仮道管

内部のささくれ状の繊維とらせん肥厚が混同しやすいことがあり、シンクロトロン放射光Ｘ線

トモグラフィーの手法はらせん肥厚の確認などにも有益であることが示唆された。 
 

 
 
図 2.  a – d とｌは光学顕微鏡写真であり、それ以外はシンクロトロン放射光Ｘ線トモグラフ

ィーを用いて撮影した画像から木口面、板目面、柾目面に相当する断層像を切り出した画像であ

る。a, b, c, d：順に試料 No. 1 (Chamaecyparis obtusa) の木口面、板目面、柾目面、分野壁孔の

拡大図。e, f, g, h ：順に No. 2 (Torreya nucifera) の木口面、板目面、柾目面、らせん肥厚部位の

拡大図。i, j, k：順に No. 3 (Chamaecyparis obtusa) の木口面、板目面、柾目面。ｌは、No. 2 の

板目面のみの光学顕微鏡写真である。 
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No. 3 
シンクロトロン放射光Ｘ線トモグラフィーで得られた木口・板目・柾目面に該当する断層画

像はそれぞれ図 2i, j, k である。図 2i の木口面では早材・晩材の移行についての情報は獲得でき

なかった。本試料は、経年により非常に劣化しており、分野壁孔の分解が進んでいた。ただし柾

目面からは、分野壁孔がおおよそヒノキ型で、1 分野に 2 個程度ずつ存在することが認められ

た。以上の解剖学的特徴により、ヒノキ（Chamaecyparis obtusa）と同定することとした。 
 
 
考察： 
近年、日本で製作された神像彫刻の樹種調査が徐々に進みつつある。筆者らが行ってきた研究

事例では、ヒノキ・カヤ・ホオノキ・ケヤキ・サクラなどが神像に使用されている事例を報告して

きた[1,3,5,6]。これらの樹種選択は、仏像彫刻に影響されていたのか否か。素材選択における用材

観の究明は、神仏習合の在り方にまで波及する重要な内容を含んでいると推定されることから、

樹種の解明がより注目されている。 
木製文化財から得られる試料片は非常に脆く小さいことが多く、また小さい試料全体から、最

大限の解剖学的特徴を獲得するためには、BL20XU における樹種調査法が非常に役立つ。今後も

継続して研究に活用したいと考えている。 
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